
私
は
、
平
成
十
二
年
度
日
本
思
想
史
学
会
大
会
（
於
、
東
北
大
学
）

で
「
戦
後
の
日
本
思
想
史
研
究
の
前
提
」
と
い
う
題
目
で
発
表
し

た
。
そ
の
趣
旨
は
戦
後
の
思
想
史
研
究
（
就
中
、
「
実
学
」
の
研
究
）

は
戦
前
に
お
け
る
思
想
史
研
究
の
諸
課
題
（
村
岡
典
嗣
思
想
史
他
の

戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
研
究
課
題
を
も
踏
ま
え
た
も
の
）
を
「
正
当

に
受
け
止
め
、
乗
り
越
え
て
き
た
の
か
」
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

聴
衆
は
少
な
く
関
心
も
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
翌
年
の
平
成
十
三
年
夏
、
東
北
大
学
大
学
院
の
日
本

思
想
史
研
究
室
の
主
催
に
よ
る
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
は
「
日
本
思
想
史

学
の
成
立
と
そ
の
特
質
」
と
題
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
の
内
容
報
告
は
今
年
三
月
『
年
報
日
本
思
想
史
』
創
刊
号
と

い
う
冊
子
で
公
表
さ
れ
た
の
で
内
容
を
観
察
す
る
事
は
容
易
に
出

来
た
（
実
は
桐
原
健
真
論
文
の
別
刷
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
知
っ
た
の
だ

「
日
思
想
と
く
っ
て

本
史
学
の
成
立
展
開
」
を
め
、

が
…
…
）
。
中
心
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
日
本
思
想
史
学
の
成
立
」
の

も
と
に
以
下
の
発
表
が
な
さ
れ
た
。

高
橋
章
則
「
書
物
は
何
を
語
り
か
け
る
の
か
Ｉ
『
読
書
の
文

化
史
』
か
ら
『
読
書
の
思
想
史
』
へ
」
、
渡
辺
和
靖
「
保
田
與
重

郎
に
お
け
る
『
血
統
』
観
念
の
形
成
」
、
田
尻
祐
一
郎
「
『
神
話
』

と
『
公
共
性
』
ｌ
ｌ
津
田
左
右
吉
の
『
国
民
』
論
」
、
見
城
悌
治
「
近

代
日
本
に
お
け
る
『
偉
人
』
表
象
と
そ
の
思
想
史
学
的
検
討
ｌ

三
宅
雪
嶺
の
人
物
論
」
（
こ
の
発
表
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
で
あ
っ
た
。

一
読
し
て
、
高
橋
発
表
に
は
共
通
テ
ー
マ
を
倭
小
化
し
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
と
の
感
想
を
覚
え
た
し
、
渡
辺
発
表
か
ら
は
思

想
史
学
自
体
の
成
立
に
は
関
係
な
い
の
で
は
と
の
印
象
を
抱
い
た
。

レ
ッ
テ
ル
に
調
っ
た
課
題
に
関
係
し
そ
う
な
田
尻
発
表
は
ア
プ

ロ
ー
チ
の
魅
力
に
比
較
し
て
そ
の
発
表
状
況
は
あ
ま
り
に
も
少
な

藤
原
暹
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関
連
し
た
講
義
の
聴
講
は
別
に
し
て
、
私
が
こ
の
問
題
を
考
え

た
の
は
古
川
哲
史
・
石
田
一
良
編
「
日
本
思
想
史
講
座
別
巻
２

研
究
方
法
論
』
（
雄
山
閣
、
昭
和
五
十
三
年
）
で
あ
り
、
中
で
も
梅
沢

伊
勢
三
「
日
本
思
想
史
学
の
成
立
」
で
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な

い
事
で
あ
る
が
、
こ
の
著
に
は
津
田
左
右
吉
、
和
辻
哲
郎
他
の
思

想
史
学
者
へ
の
論
評
や
石
田
一
良
「
日
本
思
想
史
の
特
殊
性
と
そ

の
座
標
軸
」
と
い
う
論
稿
な
ど
も
収
め
ら
れ
て
い
た
。
「
日
本
思

想
史
学
」
を
日
本
に
お
け
る
思
想
史
上
で
の
胎
動
、
成
立
、
発
展
、

展
開
を
叙
述
し
た
も
の
と
し
て
正
に
一
つ
の
思
想
史
研
究
と
し
て

提
示
さ
れ
た
の
が
梅
沢
論
稿
で
あ
っ
た
。

勿
論
、
私
は
梅
沢
説
に
全
面
的
に
賛
成
し
た
の
で
も
な
く
、
不

満
も
多
く
持
っ
た
。
が
、
以
後
、
思
想
史
研
究
上
、
思
想
史
学
の

成
立
の
一
つ
の
「
典
型
」
的
な
作
品
と
し
て
受
け
止
め
る
よ
う
に

な
っ
た
（
な
お
、
梅
沢
に
は
「
思
想
」
と
い
う
用
語
自
体
の
成
立
に
つ
い
て

の
論
稿
も
あ
る
）
。

く
、
期
待
し
て
読
ん
だ
割
り
に
は
距
離
を
感
じ
た
。

こ
の
「
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
」
と
は
依
然
と
し
て
こ
ん
な
も
の
な
の

か
と
そ
の
虚
飾
性
す
ら
感
じ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
折
に
丁
度
「
提
言
」
へ
の
原
稿
の
依
頼
が
入
っ
た
。

「
思
想
史
学
の
成
立
」

梅
沢
説
へ
の
不
満
の
一
つ
は
、
明
治
期
（
思
想
史
学
へ
の
胎
動
）

に
関
し
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
分
野
で
は
丸
山
眞
男
「
近
代
日
本
に

お
け
る
思
想
史
方
法
の
形
成
」
（
『
西
欧
と
日
本
』
下
、
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
六
七
年
）
の
近
代
思
想
史
の
方
法
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
の

論
稿
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
明
冶
文
明
史
観
に
内
包

さ
れ
た
「
思
想
と
生
活
」
、
「
ョ
１
ロ
ッ
パ
と
日
本
」
と
い
う
軸
で

把
握
す
る
思
想
史
方
法
が
、
以
後
、
同
時
代
的
思
想
史
、
国
民
道

徳
的
思
想
史
を
経
て
、
明
冶
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
文
化

史
的
思
想
史
、
生
活
史
的
思
想
史
、
さ
ら
に
は
唯
物
史
観
的
思
想

史
の
五
段
階
に
展
開
し
て
い
く
様
相
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
し
か

も
、
特
に
「
こ
れ
ら
の
五
つ
の
典
型
は
同
時
に
前
の
段
階
の
問
題

意
識
の
直
接
的
な
継
承
」
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
（
私

に
は
こ
の
丸
山
論
文
は
戦
後
早
く
発
表
さ
れ
た
御
自
身
の
「
福
沢
に
於
け
る

実
学
の
転
回
ｌ
福
沢
諭
吉
の
哲
学
研
究
序
説
」
と
い
う
論
文
に
対
す
る
「
あ

る
弁
明
」
で
も
あ
っ
た
の
で
は
と
の
印
象
が
強
い
の
で
あ
る
が
：
…
・
）
。

ま
た
、
梅
沢
説
に
は
特
に
胎
動
期
に
関
係
す
る
資
料
・
「
啓
蒙

書
学
術
書
」
と
し
て
、
竹
越
与
三
郎
の
『
新
日
本
史
』
、
高
山
樗

牛
の
『
明
治
思
想
の
変
遷
』
さ
ら
に
は
三
宅
雪
嶺
の
『
明
治
思
想

小
史
』
な
ど
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

梅
沢
説
に
こ
れ
ら
の
思
想
史
の
叙
述
が
欠
落
し
て
い
る
の
は
、

単
な
る
好
悪
か
ら
の
見
落
し
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
村

岡
典
嗣
思
想
史
学
の
形
成
を
ま
っ
て
、
日
本
の
思
想
史
学
は
成
立
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し
た
の
だ
と
い
う
学
問
史
へ
の
信
念
か
ら
選
別
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
先
述
し
た
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
に
考
察
を
戻
そ
う
。

ま
ず
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
こ
う
し
た
先
学
の
「
日
本
思
想
史

学
の
成
立
」
に
関
す
る
視
点
は
な
い
・

そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
、
私
の
目
を
ひ
い
た
発
表
は
見
城
悌
治

「
近
代
日
本
に
お
け
る
『
偉
人
』
表
象
と
そ
の
思
想
史
学
的
検
討

ｌ
三
宅
雪
嶺
の
人
物
論
」
で
あ
っ
た
。
発
表
の
趣
旨
は
民
間
史

学
者
の
雪
嶺
の
「
英
雄
論
」
は
、
特
権
化
し
独
裁
容
認
化
し
て
行

く
で
あ
ろ
う
方
向
で
な
く
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
一
翼
を
担
っ

て
い
く
」
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
個
別
的
な
雪
嶺

研
究
と
し
て
は
意
味
深
い
で
あ
ろ
う
が
、
私
に
は
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

の
主
題
に
即
し
た
発
表
と
し
て
、
ど
う
し
て
も
納
得
出
来
な
い
も

の
を
覚
え
た
。
ど
う
し
て
、
三
宅
雪
嶺
の
場
合
に
『
明
冶
思
想
小

史
』
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
の
か
不
審
に
思
え
た
。

と
い
う
の
も
、
以
前
か
ら
私
は
こ
の
点
な
ど
を
発
表
し
て
き
た

か
ら
で
あ
る
。

論
を
進
め
る
必
要
上
、
少
し
『
明
冶
思
想
小
史
』
に
ふ
れ
て
お

く
。
雪
嶺
研
究
の
先
学
に
本
山
幸
彦
解
説
『
三
宅
雪
嶺
』
（
筑
摩
書

房
、
一
九
七
五
年
）
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
大
正
二
年
に
刊
行
さ
れ
た

こ
の
本
に
つ
い
て
「
題
名
は
明
治
思
想
小
史
で
あ
る
が
、
雪
嶺
自

身
の
明
治
全
般
に
わ
た
る
政
治
思
想
の
展
開
を
下
敷
き
に
し
た

…
…
思
想
の
変
遷
を
論
評
し
た
も
の
で
…
…
客
観
的
な
思
想
史
と

い
う
よ
り
も
政
治
思
想
評
論
で
あ
る
」
と
し
た
。
私
は
こ
の
指
摘

を
否
定
は
し
な
い
が
、
「
思
想
史
」
と
い
う
研
究
上
の
タ
ー
ム
の

形
成
と
そ
れ
を
も
っ
て
明
治
時
代
を
振
り
返
っ
て
時
代
区
分
し
た

把
握
方
法
に
魅
力
を
感
じ
て
来
た
。
そ
れ
は
「
思
想
」
と
い
う
用

語
の
成
立
と
そ
の
歴
史
と
を
融
合
し
た
タ
ー
ム
で
な
け
れ
ば
と
ら

え
ら
れ
な
い
歴
史
対
象
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
提
示
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

な
お
、
「
思
想
」
と
い
う
タ
ー
ム
の
思
想
史
上
の
成
立
に
つ
い

て
一
言
し
て
お
く
。
通
常
、
「
今
日
の
『
思
想
』
は
社
会
や
人
生

に
対
す
る
一
定
の
見
解
を
意
味
す
る
が
、
明
治
時
代
は
ま
だ
、
『
思
』

と
『
想
』
の
文
字
通
り
の
『
思
い
』
『
考
え
』
の
意
味
で
あ
っ
た
」

（
惣
郷
正
明
・
飛
田
良
文
編
『
明
治
の
こ
と
ば
辞
典
』
東
京
堂
出
版
）
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
西
欧
思
想
の
影
響
を
受
け
後
の
翻
訳
語
「
思

想
」
に
連
続
す
る
用
語
「
思
想
」
は
明
治
七
年
の
小
川
為
治
『
学

問
の
法
』
に
「
第
五
編
思
想
ノ
コ
ト
ヲ
論
ズ
思
想
ノ
理
／
思
想
ノ

益
／
思
想
ノ
方
法
」
と
現
れ
、
明
治
十
七
年
に
は
「
蘭
学
ョ
リ
発

生
セ
ル
新
知
識
、
政
治
二
波
及
セ
ル
新
思
想
」
（
藤
田
茂
吉
『
文
明

東
漸
史
』
）
が
、
明
治
二
十
五
年
に
は
「
社
会
、
思
想
の
変
遷
」
、

「
維
新
革
命
に
関
す
る
根
本
思
想
」
、
「
社
会
的
革
命
、
思
想
界
の

三
文
鼎
足
」
（
竹
越
与
三
郎
『
新
日
本
史
』
）
な
ど
と
完
全
に
成
立
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
蛇
足
な
が
ら
、
大
槻
文
彦
『
大
言
海
』
に
は
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「
思
想
」
の
項
目
が
な
く
、
『
国
語
大
辞
典
』
（
小
学
館
）
に
は
「
思

想
史
」
の
項
目
が
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
『
明
治
思
想
小
史
』
（
大
正
二
年
刊
）
は
第
一
章
「
明
治
以

前
」
の
叙
述
か
ら
「
思
想
」
と
い
う
表
現
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

「
思
想
の
変
遷
を
精
し
く
言
え
ば
際
限
が
な
い
が
…
…
明
治
の
名

称
に
於
て
時
代
を
限
る
以
上
、
国
家
を
主
に
し
社
会
に
及
ぶ
を
適

当
と
す
る
、
国
家
に
関
し
社
会
に
関
し
間
断
な
く
思
想
の
変
遷
し

来
っ
た
が
…
…
国
内
よ
り
す
る
を
縁
と
し
、
国
外
よ
り
す
る
を
因

と
す
る
」
と
言
う
。
こ
こ
の
「
思
想
」
は
交
通
の
頻
繁
か
ら
国
外

か
ら
の
思
想
と
同
化
し
よ
う
と
し
た
傾
向
が
強
か
っ
た
開
化
期
に

対
し
て
、
そ
の
同
化
に
不
適
応
な
状
況
を
自
覚
し
、
そ
れ
を
踏
ま

え
た
自
説
の
展
開
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
本
的
な
思
想
の
流
れ
を
第

二
章
で
は
「
尊
皇
穰
夷
の
思
想
」
、
第
三
章
「
維
新
の
思
想
」
と

展
開
す
る
。
つ
ま
り
明
治
の
思
想
の
縁
を
江
戸
期
の
動
き
に
求
め
、

思
想
史
的
に
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
を
「
日
本
人
の
哲
学
と

い
ふ
も
の
を
書
か
れ
た
の
は
雪
嶺
先
生
だ
け
で
は
」
と
長
谷
川
如

是
閑
は
批
評
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
こ
に
も
表
れ
て
い
よ
う
。

私
は
特
に
こ
の
害
の
「
第
十
六
章
和
学
漢
学
洋
学
」
を
取
り

上
げ
、
そ
こ
に
い
わ
ゆ
る
「
和
漢
洋
（
学
）
」
と
し
て
の
終
焉
を

発
見
し
た
雪
嶺
を
再
認
識
し
、
近
代
に
お
け
る
「
実
学
の
転
回
」

と
し
て
の
思
想
史
の
叙
述
を
注
目
し
た
論
稿
を
書
い
た
（
「
実
学
と

は
日
本
学
’
三
つ
の
開
化
を
通
し
て
（
二
、
（
二
）
」
『
明
治
聖
徳
記
念
学
会

紀
要
』
三
十
三
、
三
十
四
号
、
平
成
十
三
年
八
月
、
十
二
月
）
。
が
、
そ
の

際
に
ま
た
そ
の
前
提
作
品
と
し
て
高
山
樗
牛
『
明
治
思
想
の
変
遷

ｌ
明
治
三
十
年
史
総
論
』
と
の
位
置
関
係
を
も
注
目
し
た
の
で

あ
る
（
断
っ
て
お
く
が
、
私
は
国
家
・
国
粋
主
義
者
で
は
な
い
）
・

雪
嶺
は
こ
の
章
の
前
の
十
五
章
で
「
主
義
主
張
」
を
論
じ
、
そ

の
冒
頭
に
「
萌
治
に
入
っ
て
）
色
々
と
主
義
の
争
い
が
あ
り
：
．
．
：

何
の
方
面
に
も
何
等
か
の
主
義
の
聞
く
も
の
が
あ
っ
た
が
、
近
来

主
義
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
の
は
甚
だ
少
な
く
：
：
：
頗
る
漠
然
た
る

も
の
で
あ
る
」
と
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
そ
の
次
章
に
は
冒
頭
に

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

主
義
を
立
る
は
信
ず
る
所
あ
っ
て
の
事
で
あ
る
が
、
信
ず
る

に
程
度
が
あ
る
、
一
生
を
委
ね
や
う
と
す
る
の
が
あ
り
、
単

に
是
認
す
る
の
が
あ
り
、
多
分
宜
さ
さ
う
と
す
る
の
が
あ
り
、

色
々
あ
る
、
普
通
に
知
識
と
称
す
る
は
種
々
の
程
度
の
も
の

を
混
合
し
、
可
も
な
し
不
可
も
な
し
と
い
う
部
分
が
多
い
。

学
問
と
し
て
修
む
る
所
は
知
識
の
分
量
が
多
い
に
し
て
も
只

記
憶
し
て
居
丈
な
の
が
大
部
分
で
あ
る
。

右
の
文
の
後
に
雪
嶺
は
明
治
維
新
以
後
「
和
漢
洋
三
学
の
旗
幟

が
鮮
明
」
に
な
り
、
や
が
て
和
学
は
神
道
と
国
文
学
に
、
漢
学
は

儒
学
本
来
の
政
治
の
道
に
、
技
術
学
と
し
て
の
洋
学
を
連
携
さ
せ

て
展
開
し
た
。
し
か
し
「
今
や
和
漢
洋
と
い
え
ば
古
め
か
し
い
」

と
明
治
思
想
史
上
に
お
け
る
三
学
の
終
焉
を
指
摘
し
た
。
雪
嶺
が
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こ
う
し
た
批
判
の
対
象
と
し
た
「
…
主
義
」
と
い
う
分
析
概
念
を

用
い
た
前
例
の
一
つ
が
高
山
樗
牛
の
『
明
冶
思
想
の
変
遷
ｌ
明

治
三
十
年
史
総
論
』
で
あ
っ
た
。

樗
牛
は
明
冶
の
国
民
思
想
の
変
遷
を
四
期
に
分
け
日
本
思
想
と

外
来
思
想
と
の
交
渉
関
係
か
ら
論
じ
た
。
「
日
本
思
想
」
と
い
う

の
は
「
神
道
、
儒
教
（
漢
学
）
、
仏
教
」
で
あ
り
、
外
国
思
想
は
「
功

利
主
義
、
自
由
主
義
、
国
家
主
義
、
博
愛
主
義
（
基
督
教
）
」
と
し

て
「
欧
米
思
想
」
の
傾
向
を
指
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
「
主
義
」

が
個
々
の
思
想
傾
向
を
示
し
、
大
き
く
「
外
国
思
想
」
と
い
う
形

で
包
含
さ
れ
て
い
た
。
す
で
に
、
樗
牛
に
お
い
て
は
「
思
想
」
は

成
立
し
て
お
り
、
そ
の
「
変
遷
」
が
自
覚
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

周
知
の
彼
の
「
日
本
主
義
」
の
主
張
は
新
た
に
彼
に
よ
っ
て
変
遷

過
程
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
唱
導
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
樗
牛
が

明
治
三
十
年
を
振
り
返
っ
て
行
っ
た
思
想
の
変
遷
把
握
の
後
、
雪

嶺
が
明
治
四
十
五
年
を
振
り
返
っ
た
時
に
は
、
新
た
に
「
新
問
題

社
会
主
義
」
、
「
無
政
府
主
義
」
を
付
加
し
、
ま
た
「
主
張
」
と
い

っ
た
意
味
で
「
自
暴
自
棄
」
「
進
化
論
」
「
女
性
論
」
な
ど
を
問
題

化
し
て
い
る
事
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
雪
嶺
の
明
治
思
想
史
の
叙
述
は
同
時
代
思

想
史
的
な
叙
述
で
は
あ
る
が
、
明
冶
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に

か
け
て
の
時
代
状
況
（
日
清
、
日
露
の
両
戦
争
を
経
過
し
た
）
を
踏
ま

え
て
、
学
問
の
成
立
、
衰
退
、
転
換
を
対
外
的
な
交
渉
と
関
係
付

け
な
が
ら
、
樗
牛
的
な
「
国
民
思
想
」
の
主
張
を
超
え
て
客
観
的

自
覚
的
に
思
想
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
産
物
で
あ
っ
た
。

先
述
し
た
夏
季
ゼ
ミ
の
全
体
討
論
を
読
ん
で
み
る
と
、
見
城
発

言
に
は
や
や
思
想
史
学
と
今
回
の
発
表
の
関
係
が
出
て
い
る
の
で
、

ゼ
ミ
の
中
心
課
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意
識
は
あ
っ
た
も
の
か
と

は
思
う
が
右
の
よ
う
な
指
摘
は
な
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
私
の
指

摘
を
読
ま
れ
た
梅
沢
自
身
は
今
日
い
か
に
受
け
止
め
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
か
。

な
お
、
誤
解
は
な
い
と
思
う
が
、
こ
の
論
考
で
私
は
梅
沢
論
考

へ
の
批
判
な
ど
し
よ
う
と
し
て
は
い
な
い
。
た
だ
、
村
岡
思
想
史

学
の
成
立
を
も
っ
て
一
典
型
と
し
た
場
合
、
そ
う
し
た
成
果
自
体

も
思
想
史
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
い
く
と
い
う
事
で
あ
る
。
最
近

「
頂
点
思
想
家
」
な
ど
と
言
う
が
、
村
岡
典
嗣
思
想
史
自
体
も
頂

点
思
想
家
と
な
っ
て
分
析
さ
れ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
そ
う
な
る

と
個
人
の
思
想
家
の
分
析
方
法
が
深
く
関
係
し
て
く
る
事
に
も
な

る
。
さ
て
、
そ
う
し
た
個
人
思
想
家
の
分
析
方
法
と
し
て
、
私
は

そ
の
典
型
を
石
田
一
良
「
生
活
と
思
想
１
１
文
化
史
学
に
お
け
る

思
想
史
的
研
究
の
課
題
と
方
法
・
試
論
」
（
「
国
民
生
活
史
研
究
３
』

吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
八
年
）
に
求
め
援
用
し
て
み
る
。
村
岡
氏
の

本
居
宣
長
国
学
へ
の
学
的
関
心
が
自
覚
化
し
、
や
が
て
「
ロ
ゴ
ス

と
し
て
の
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
エ
ク
の
文
献
学
理
論
」
に
行
き
着
き
、

そ
れ
が
互
い
に
強
め
あ
っ
て
そ
こ
に
「
思
想
史
学
」
が
形
成
さ
れ
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日
本
思
想
史
学
は
国
史
学
、
国
語
学
、
国
文
学
な
ど
に
比
し
て

若
い
学
問
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
後
進
を
自
覚
し

つ
つ
前
述
の
典
型
を
基
盤
に
自
学
の
成
立
と
展
開
を
図
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。
先
述
し
た
講
座
に
そ
の
成
立
が
論
じ
ら
れ
、
各
種
の

隣
接
諸
学
と
の
関
連
を
も
と
に
指
摘
さ
れ
た
事
自
体
、
日
本
思
想

史
学
の
成
立
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
従
っ
て
以
後

の
展
開
に
お
い
て
は
そ
の
成
立
形
態
に
如
何
に
対
応
し
、
継
承
し

展
開
さ
せ
る
か
に
あ
っ
た
。

私
の
さ
さ
や
か
な
場
合
を
み
る
と
、
そ
れ
を
「
日
本
学
」
と
い

う
エ
リ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
の
形
で
受
け
止
め
た
。
そ
れ
は
自
分
の
所

属
し
た
大
学
の
研
究
教
育
組
織
の
構
成
上
の
問
題
で
も
あ
っ
た
が
、

そ
れ
よ
り
も
村
岡
思
想
史
学
か
ら
石
田
文
化
・
思
想
史
学
の
継
承

展
開
を
図
っ
た
点
に
あ
る
。
特
に
、
村
岡
思
想
史
学
か
ら
は
も
と

も
と
南
蛮
学
ｌ
蘭
学
の
影
響
を
受
け
て
研
究
し
た
が
、
や
が
て
日

本
に
お
け
る
日
本
学
者
（
例
え
ば
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
）
や
ア
ジ
ア
協

会
の
研
究
な
ど
数
多
く
の
日
本
学
の
形
成
に
つ
い
て
の
示
唆
を
受

た
と
い
う
事
に
な
る
（
言
う
ま
で
も
な
く
村
岡
学
を
取
り
巻
く
「
生
活
と

し
て
の
思
想
」
の
中
に
明
治
維
新
以
来
の
そ
れ
ま
で
の
思
想
史
へ
の
胎
動
、

就
中
「
国
学
」
へ
の
関
心
が
作
用
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
）
。

典
型
の
継
承
と
再
構
築

け
た
。
村
岡
ｌ
石
田
思
想
史
ラ
イ
ン
で
は
、
特
に
平
田
国
学
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
受
容
（
石
田
説
・
神
基
習
合
説
）
で
再
編
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

今
日
、
国
史
学
が
日
本
史
学
、
国
語
学
が
日
本
語
学
、
国
文
学

が
日
本
文
学
へ
と
展
開
・
転
回
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
正
に
国

際
化
の
時
代
性
の
反
映
で
あ
り
、
学
問
の
普
遍
性
へ
の
要
請
に
よ

ろ
う
。
こ
う
し
た
時
期
を
先
取
り
し
て
来
た
と
も
言
え
よ
う
。

そ
う
い
う
立
場
で
今
日
的
状
況
に
一
言
を
挟
む
な
ら
ば
、
今
日

ほ
ど
自
学
の
伝
統
と
転
回
の
問
題
に
真
塾
に
立
ち
向
か
う
べ
き
時

期
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

や
は
り
、
「
あ
る
べ
き
方
向
」
と
し
て
ま
ず
二
つ
の
デ
ィ
メ
ン

シ
ョ
ン
が
あ
る
。
そ
れ
は
叙
述
さ
れ
て
き
た
「
典
型
」
に
は
歴
史

的
思
考
と
哲
学
的
思
考
が
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
が
融
合
し
て
い
た

（
し
よ
う
と
し
て
い
た
）
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
前
々
か

ら
多
く
の
思
想
史
研
究
者
が
異
口
同
音
に
指
摘
し
て
い
た
事
で
あ

る
が
、
哲
学
的
思
考
に
偏
っ
た
事
に
あ
る
（
勿
論
、
そ
の
因
は
歴
史

的
思
考
が
瓊
末
な
資
料
研
究
で
行
き
詰
ま
っ
た
事
に
も
あ
っ
た
が
：
．
…
）
。

次
に
、
「
目
に
見
え
る
も
の
」
（
数
字
も
含
め
て
）
へ
の
依
存
が
大

き
く
、
「
目
に
見
え
な
い
も
の
」
へ
の
関
心
が
少
な
く
な
っ
た
事

で
あ
る
。
「
日
本
思
想
史
学
の
展
開
」
の
た
め
に
は
、
こ
の
二
つ

の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
回
復
が
必
要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
回
の
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
の
救
い
と
感
じ
た
事
は
、
前
述
し
た
『
年
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報
日
本
思
想
史
』
の
終
わ
り
に
掲
げ
ら
れ
た
「
全
体
討
論
」
、
し

か
も
そ
の
最
後
の
部
分
で
あ
る
。
第
一
、
第
二
、
と
き
て
第
三
の

部
分
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
叙
述
が
あ
っ
た
。

村
岡
文
献
学
の
方
法
論
（
「
認
識
さ
れ
た
も
の
の
再
認
識
」
）
と
従

来
の
日
本
思
想
史
学
に
近
年
批
判
を
展
開
し
て
い
る
様
々
な

方
法
…
：
．
を
踏
ま
え
た
上
で
日
本
思
想
史
学
の
方
法
論
を
再

考
し
よ
う
と
い
う
試
み
に
つ
い
て
で
あ
る
…
…

と
。
最
後
の
最
後
に
出
て
来
た
こ
の
発
言
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
回

の
セ
ミ
ナ
ー
の
最
初
に
お
い
て
志
向
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た

の
で
は
…
…
。

「
認
識
さ
れ
た
も
の
の
再
認
識
」
と
い
う
事
は
よ
く
発
言
さ
れ

る
事
で
あ
る
が
、
一
体
、
何
が
／
如
何
に
／
認
識
さ
れ
て
い
る
の

か
…
…
。
そ
し
て
そ
の
「
再
認
識
」
と
は
如
何
な
る
認
識
な
の
か

と
い
う
事
を
先
ず
問
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
意
味
で
高
橋
発
言
に
あ
る
「
村
岡
の
文
献
学
的
方
法

は
実
は
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
詳
細
な
書
誌
学
的
検
討
を
研
究
者
に

求
め
て
い
た
」
と
い
う
事
は
当
た
り
前
の
事
で
あ
っ
て
、
そ
の
事

の
指
摘
だ
け
で
は
課
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
村
岡
書
誌
・
文

献
学
自
体
の
持
っ
て
い
る
課
題
を
如
何
に
克
服
す
る
の
か
が
問
わ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

村
岡
思
想
史
学
は
最
後
の
講
義
録
を
明
治
維
新
に
も
っ
て
き
て

い
た
。
そ
こ
に
は
明
治
以
後
の
思
想
史
学
的
展
開
は
江
戸
時
代
に

す
で
に
準
備
さ
れ
て
い
た
と
い
う
認
識
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
以
後
の
村
岡
講
義
が
聞
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
：
．
…
。

我
々
は
戦
後
の
思
想
史
研
究
の
原
点
を
こ
の
あ
た
り
か
ら
は
じ
め

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

今
日
、
成
果
を
急
ぎ
、
名
声
へ
の
道
を
求
め
る
研
究
者
が
多
い
。

自
ず
か
ら
自
己
主
張
の
た
め
の
研
究
、
分
析
の
た
め
の
分
析
を
求

め
、
自
己
の
思
想
史
研
究
を
正
当
化
す
る
事
に
懸
命
に
な
っ
て
い

る
（
ひ
ど
い
場
合
に
は
考
古
学
だ
け
で
な
く
、
虚
像
、
虚
飾
、
握
造
へ
の
道

を
辿
る
も
の
も
…
…
）
・

日
暮
れ
て
、
な
お
遠
き
研
究
の
道
を
旅
行
く
老
兵
の
提
言
と
し

て
受
け
止
め
て
戴
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
岩
手
大
学
名
誉
教
授
）
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